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いし い ゆ か

　鳥インフルエンザ（avian influenza: AI）が2014年1月にアジア諸国で発生・流行すると、同
年12月16日には宮崎県でも家禽類のAIへの感染が確認された。現時点でそれに伴う静岡県内
でのAI感染は報告されていないが、AIの蔓延は県内の養鶏産業－「採卵鶏飼養戸数69戸、飼養
羽数326万羽」（2013年時点）－にとっても脅威となりうる。
　自国内へのAI流入を防止するべく、輸入国はAI汚染国からの家禽製品の輸入に制限を課す
のが一般的であるが、他方でそれが過度に厳格なものとなれば、本来の目的を通り越して家禽
製品に対する不必要な貿易障害となる恐れもある。このような「加盟国の規律権限」と「貿易障
壁の撤廃」の調整に指針を提供するのが世界貿易機関（World Trade Organization: WTO）の役
割である。現在は、WTOでの議論を背景にAIの流入防止を目的とした貿易政策のあるべき姿
を国際通商法の観点から分析し、提言を行うことを目指している。
　なお関連する最近の成果物として、石川義道「インド－鳥インフルエンザを理由とした特定
農産品の輸入禁止（DS430）：地域主義に基づく衛生植物検疫措置の実施に向けて」RIETI 
Policy Discussion Paper Series 16-P-002（2016年）1-39頁を参照。また、国際学会での報告
としてIshikawa, Yoshimichi, Effectively Combating Avian Flu in Asia through “Regionalization” , 
2015 ILA-ASIL Asia-Pacific Research Forum （26 May 2015 in Taipei）がある。

物建の部本OTW関玄面正の部本OTW

⚫連　絡　先

世界貿易機関（WTO）、二国間経済連携協定（EPA）、環太平洋パートナーシップ
（TPP）協定などにおける国際通商を巡る各種の法的問題についての調査が可能。

世界貿易機関（WTO），鳥インフルエンザ，国際通商法，
TPP（環太平洋パートナーシップ）協定，漁業資源管理

TEL.054-264-5112

国際関係学科　石川 義道
国際通商法における感染症対策のあり方を巡る研究

いし かわ よし みち
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　少子高齢化による労働・消費人口の減少、若年世代の流出とそれに伴う地域の衰退、そして
厳しい労働環境に対する働く人々の将来不安など、現代日本の社会・経済システムが抱える
根本的な問題状況を踏まえて、これからの企業に不可欠なのは、性別を問わず、優秀な人材を
確保し、その定着と活用を図る男女共同参画に立脚したダイバーシティ経営戦略である。子育
てや介護と仕事を両立できる環境を整備することは、あらゆる世代の男女が「時間制約」のも
とでしか働けないこれからの社会構造のもとで、企業にとって経営上の必須の視点となる。こ
うした観点を中心に、特に女性の活躍を促進し、企業におけるダイバーシティ、従業員のワー
ク・ライフ・バランス実現、次世代育成支援を充実させる方策に資する研究を進めている。

・女性の活躍促進策のポイントを示し、経営戦略としてのダイバーシティに基づく効果的取組が実現できる。
・ワーク・ライフ・バランス実現のための方策の具体的提示や、その効果的な運用方法を明らかにできる。

家族，男女共同参画，ワーク・ライフ・バランス，ダイバーシティ，
子育て支援

TEL.054-264-5329　FAX.054-264-5099

国際関係学科　犬塚 協太

女性活躍促進、男女共同参画、ワーク・ライフ・バ
ランス、家族問題の研究

⚫連　絡　先

いぬ づか きょうた

近現代の東アジアにおける交通体系の再編

大野 絢也国際言語文化学科
連　絡　先

ホ ー ム ペ ー ジ

交通や鉄道の歴史（日本も含む）に関する解説や講演、取材対応も行ってい
ます。

アピール
ポイント

東洋史、東アジア国際関係史、中国近現代史、
日中関係史、現代中国研究、植民地表象、地域社会、交通史、
鉄道史

キーワード

おお の じゅんや

TEL : 054-264-5303
E-Mail : jy.ohno1936@u-shizuoka-ken.ac.jp

https://ir.u-shizuoka-ken.ac.jp/jy.ohno1936/

　近現代の中国を中心とした、東アジアにおける交通建設や政策の展開過程を検討することによって、
交通網の沿線地域に何がもたらされたのか、という問題関心を軸に分析を行ってきました。特に各交
通機関のなかでも鉄道に着目し、近代化の進展にともなってどのような影響があったのかということ
を探究しています。
　また、サブテーマとして南満洲鉄道の元社員など外地引揚者に対するインタビューやエゴドキュメ
ントを収集し、記憶史料から見た戦後日本の植民地表象についても研究を進めています。
　地域の皆さんにとって、国際化する社会のなかで役立つアジアや中国との交流のサポートや、アジ
アと地域の歴史的な関係を掘り起こすような活動の展開を目指していきます。

南京西駅のラケット型ループ線から見た南京城郭（2014年 3月撮影）
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きた の よし あき

　オバマ大統領の広島訪問によって日米間の歴史認識問題は大きく前進したかもしれない
が、東アジアでは歴史認識問題は依然大きな障害になっている。本研究は歴史認識問題の解決
のために、地域統合が進むヨーロッパで進行中の「公共史」の実践に注目する。歴史認識問題を
公共史の問題と捉え直すならば、国際的な次元と国内的な次元の二つが存在する。本研究は、
この二つの次元における公共史の実践を総合的に検討し、歴史研究と社会のニーズとの相関
関係という視点で考察する。国際的には、国境を超える歴史教科書、博物館などの状況を、国内
的には多様なメディアを通じた歴史研究の成果の啓蒙/受容の関係性を検討する。いわば、歴
史認識をめぐってタテ（専門家/一般）とヨコ（国境）に存在してきた境界を超える可能性につ
いての研究である。

日本と近隣諸国の間の歴史認識問題解決のための具体的な提言を行いま
す。

歴史認識，公共史，ヨーロッパ，歴史教科書，博物館，東アジア

⚫連　絡　先 TEL.054-264-5253　FAX.054-264-5253

国際言語文化学科　剣持 久木
歴史認識の越境化と公共史の実践

けん もち ひさ き
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　フランスの政治外交史、特にドゴール政権期から現代に至るフランスの外交・安全保障政
策についての研究を行うとともに、EUやNATOを中心とするヨーロッパの政治・外交・安全
保障政策の研究を行っている。ヨーロッパの統合は経済分野だけではなく外交・安全保障分
野にも及んでおり、EUの共通の安全保障政策であるCSDP（共通安全保障防衛政策）は、軍事的
なアプローチだけでなく紛争地の人材育成など非軍事的なアプローチも多用しながら、世界
の安全保障に寄与している。フランスなど欧州諸国の政治とEUやNATOの動向を分析するこ
とにより、ヨーロッパの重層的な理解に努めるとともに、ひいては日欧関係の可能性について
も研究を進めていきたいと考えている。

フランスなど欧州諸国の政治情勢や、EUおよびNATOの動向について
の分析などで、一定の協力はできる。

フランス，シャルル・ドゴール，ヨーロッパ，欧州統合，EU（欧州連合），
CSDP（共通安全保障防衛政策），NATO（北大西洋条約機構），日欧関係

TEL.054-264-5335

国際関係学科　小窪 千早
フランス現代政治および欧州外交史、欧州の外交安全保障

⚫連　絡　先

こ くぼ ち はや

　1990年以降、東アフリカで長期の臨地調査研究に従事している。研究のおもな対象は、ケニ
ア・タンザニアに居住し、牧畜を主な生業とするマー系の人 （々マーサイ、サンブル等）。専門
は学際的な総合的地域研究。極度の貧困、国際開発、国際協力、紛争と難民、平和構築、環境と資
源、異文化表象とメディア、フード・セキュリティとセーフティ・ネット、緊急人道支援等、グ
ローバリゼーションに関連する諸課題を研究している。

東アフリカ，ケニア，牧畜民，遊牧民，マーサイ，サンブル，国際開発，
国際協力，国内避難民，経済人類学，生態人類学，物質文化

⚫連　絡　先
⚫ホームページ

TEL.054-264-5267　FAX.054-264-5099
http://africa.u-shizuoka-ken.ac.jp/

国際関係学科　湖中 真哉
アフリカ地域研究、グローバリゼーション研究、人類学
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さ とう ま   ち    こ さわ さき こう いち
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TEL.054-264-5254　FAX.054-264-5254

国際言語文化学科　澤田 敬人

多文化世界を見据えたイノベイティブな教育研究開発

⚫連　絡　先

さわ だ たか ひと

合理性神話

しお ざき ゆう き
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TEL.054-264-5351　FAX.054-264-5351⚫連　絡　先

国際言語文化学科　鈴木 さやか

地元の文化財・能「羽衣」の教育的・経済的価値の
再評価―「羽衣」絵本による普及活動を中心に―

すず き

　日本人英語学習者の文法能力と即時的な言語理解の過程について研究しています。日本語
と英語の文法構造について生成文法理論に基づき分析した上で、日本人が日本語や英語で書
かれた文をどのように理解しているのか検証しています。
　日本人英語学習者の文理解の過程が解明されれば、日本人が漠然と感じている英語に対す
る不安（「日本人だから英語ができない」等）を取り除くことができ、日本人の英語に対する学
習意欲を向上させることができます。また、人間の言語習得の過程が明らかにすることができ
れば、言語障害者の言語機能の回復過程の測定・リハビリテーション等にその知見を応用で
きる可能性があります。

第二言語習得，形態統語論，言語処理，英語教育

TEL.054-264-5357

国際言語文化学科　須田 孝司
第二言語の知識と習得のメカニズム

⚫連　絡　先

す だ こう じ
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国際言語文化学科　園田 明人

ストレスと健康の心理学
その だ あき ひと
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そん しょうがん

124  ︱  研究シーズ集 2025

国
際
関
係
学
部

124  ︱  研究シーズ集 2025

国
際
関
係
学
部



国際言語文化学科　園田 明人

ストレスと健康の心理学
その だ あき ひと

TEL.054-264-5351　FAX.054-264-5351⚫連　絡　先

国際言語文化学科　鈴木 さやか

地元の文化財・能「羽衣」の教育的・経済的価値の
再評価―「羽衣」絵本による普及活動を中心に―

そん しょうがん

124  ︱  研究シーズ集 2025

国
際
関
係
学
部

国際言語文化学科　園田 明人

ストレスと健康の心理学
その だ あき ひと

TEL.054-264-5351　FAX.054-264-5351⚫連　絡　先

国際言語文化学科　鈴木 さやか

地元の文化財・能「羽衣」の教育的・経済的価値の
再評価―「羽衣」絵本による普及活動を中心に―

そん しょうがん

研究シーズ集 2025  ︱  125

国
際
関
係
学
部

研究シーズ集 2025  ︱  125

国
際
関
係
学
部



たか はた さち

髙畑 幸
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た むら とし ひろ

外国にルーツをもつ子どもの教育支援に関する研究

坪田 光平国際関係学科 共生社会
連　絡　先

アピール
ポイント

　　　　　マイノリティ、教育支援、進路形成、エスノグラフィー、
学校、連携
キーワード

つぼ た こう へい

E-Mail：tsubota@u-shizuoka-ken.ac.jp

　父母の両方またはどちらか一方が外国籍である場合の子どもの出生数は、1990 年代以降徐々に
上昇し、近年では新生児全体のおよそ 4.2% が外国にルーツをもつ子どもとなっている。これまで
外国にルーツをもつ子どもは「日本語を話さない子ども」として理解されてきたが、世代の進行によっ
て日本語を第一言語とする子どもはもちろん、「日本人」としてのアイデンティティを積極的に志向
する子どももみられるようになっている。言語的・文化的に日本社会への統合が緩やかにみられる
とはいえ、外国にルーツをもつ子ども・若者をとりまく環境は依然として課題が多く、家庭・学校・
仕事にわたって不利な立場に置かれている。こうした実態を社会学的に解明しながら、誰もが排除
されない社会にむけた支援施策の構想や連携のあり方を模索・検討している。

呉永鎬・坪田光平編著 ,2022 年 ,『マイノリティ支援の葛藤－分断と抑圧の
社会的構造を問う－』明石書店
清水睦美・児島明・角替弘規・額賀美紗子・三浦綾希子・坪田光平 , 2021 年 ,
『日本社会の移民第二世代－エスニシティ間比較でとらえる「ニューカマー」
の子どもたちの今－』明石書店
額賀美紗子・芝野淳一・三浦綾希子編著 , 2019 年 ,『移民から教育を考える』
ナカニシヤ出版

128  ︱  研究シーズ集 2025

国
際
関
係
学
部

128  ︱  研究シーズ集 2025

国
際
関
係
学
部



た むら とし ひろ

外国にルーツをもつ子どもの教育支援に関する研究

坪田 光平国際関係学科 共生社会
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　父母の両方またはどちらか一方が外国籍である場合の子どもの出生数は、1990 年代以降徐々に
上昇し、近年では新生児全体のおよそ 4.2% が外国にルーツをもつ子どもとなっている。これまで
外国にルーツをもつ子どもは「日本語を話さない子ども」として理解されてきたが、世代の進行によっ
て日本語を第一言語とする子どもはもちろん、「日本人」としてのアイデンティティを積極的に志向
する子どももみられるようになっている。言語的・文化的に日本社会への統合が緩やかにみられる
とはいえ、外国にルーツをもつ子ども・若者をとりまく環境は依然として課題が多く、家庭・学校・
仕事にわたって不利な立場に置かれている。こうした実態を社会学的に解明しながら、誰もが排除
されない社会にむけた支援施策の構想や連携のあり方を模索・検討している。
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